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要約：本稿は高知工科大学のプロジェクトである「里山基盤科学技術の社会実装モデルプロジェク

ト（通称：佐岡プロジェクト）」における活動拠点および地域交流の場として、対象地区に現存す

る古民家の調査結果および改修計画案に基づいて古民家改修の設計と施工の結果を報告することを

目的としている。既報の通り対象古民家を、「佐岡プロジェクトの活動拠点」と「地域コミュニティ

の拠点」の二つの機能を持つ施設へ改修する計画を基に、実現を踏まえて一部減築と改修の設計を

行った。まず、母屋北側を減築した。次に、母屋本体を骨組みまで解体し、鉄骨を用いて母屋全体

を持ち上げ、荷重を分散した後、床下組の腐食や損傷した柱や足固めを取り替え、元の場所に据え

付けた。その後、大工工事を行い、床、壁、屋根を修復した。その際、改修工事に必要な工具と資

材の運搬と一部外構工事は社会システム工学論（大学院講義）及び建築デザイン研究室の活動の一

環として学生が行った。

1.はじめに　既往研究について

高知工科大学では心豊かな里山の再生とコミュニ

ティの拡大を目的とし、科学技術を社会に実装する

「里山基盤科学技術の社会実装モデルプロジェクト

（通称：佐岡プロジェクト）」（以下、佐岡プロジェ

クトと記す）を行っている。活動拠点としては、高

知県香美市の空き家バンクに登録されており、長く

住み手が見つかっていなかった物件の一つである高

知県香美市土佐山田町佐岡地区の古民家を利用す

ることとしている。紀要論文第 13巻記載「近代農
業古民家の実測調査と改修のための課題」注 1)より

古民家の平面図および室内から把握可能な劣化状

況を示した。紀要論文第 14巻記載「地域交流を目
指した古民家の改修計画」注 2)では古民家の母屋の

床下（基礎）と母屋の屋根裏、および納屋の劣化状

況把握・整理し、活用方法とそれに基づく改修計画

図 1.古民家改修計画最終案 1F平面図 注 2)

を提案した。また古民家の姿を後世に残すべく、模

型を製作した。古民家から「佐岡プロジェクトの活

動拠点」「地域コミュニティの拠点」の二つの機能

を持った古民家への改修計画を行った。
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2.古民家改修　設計の方針

紀要論文第 14巻記載「地域交流を目指した古民
家の改修計画」注 2)掲載の改修計画に基づく設計の

方針として、ハード面とソフト面の方針を立てた。

2.1 ハード面の方針
床下部がかなり損傷しているが、小屋組みは損傷

が少なく、一部減築を行った上で、内部を改修する。

現在の損傷の原因は、風通しの悪さからくる湿気

であり、これを除去するために減築を行う。また、

安全のために耐震性能を満たす部屋、水回り、倉庫

を確保する。

2.2 ソフト面の方針
古民家の利用におけるニーズとして「佐岡プロ

ジェクトの各サブプロジェクトの研究拠点」、「地

域の人々と佐岡プロジェクト関係者の地域交流の拠

点」、「大学の研修施設」が挙げられており、ニーズ

に応じた設計を行う。

3.古民家改修　設計

基本的には改修計画通りとしたが、一部を変更

した。

 

現在の損傷の原因は、風通しの悪さからくる湿気で

あり、これを除去するために減築を行う。また、安

全のために耐震性能を満たす部屋、水回り、倉庫を

確保する。 

2.2.ソフト面の方針 

古民家の利用におけるニーズとして「佐岡プロジ

ェクトの各サブプロジェクトの研究拠点」、「地域の

人々と佐岡プロジェクト関係者の地域交流の拠点」、

「大学の研修施設」が挙げられており、ニーズに応

じた設計を行う。 

3. 古民家改修 設計 

基本的には改修計画通りとしたが、一部を変更し

た。 

・屋外デッキを屋内化し休憩スペースとした。そ

れに伴い西側に休憩スペース用の入口を設置した。 

・キッチンの位置を入口スペースから活動スペ

ース２へ変更した。キッチンは IH 式１口とし、簡

易なものとした。 

・活動スペース２に東側窓（ハイサイドライト）

を設けた。 

・入口スペース土間に洗面台を設置した。 

断面的には活動スペース１には天井を残し、その他

は天井を撤去し、小屋組を見せることとした。 

照明は活動スペース１は既存利用。その他は配線を

隠すように梁の位置に合わせて配置した。 

コンセントは活動スペースには２箇所、その他は１

箇所２口コンセントを設置した。また、古民家の利

用におけるニーズに合わせた活動スペースと休憩

スペースを設計した。2017 年 4 月から 7 月にかけ

て実施設計を行なった。 

設計図等は図２、図３、図４、概要書の一部を表

１、表２、表３に示す。 

 

図２ 改修範囲配置図

 

 

図３ 平面図及び照明位置、コンセント位置図(2017 年 9月) 

図 2.改修範囲配置図

• 屋外デッキを屋内化し休憩スペースとした。そ
れに伴い西側に休憩スペース用の入口を設置

した。

• キッチンの位置を入口スペースから活動スペー
ス 2へ変更した。キッチンは IH式 1口とし、簡
易なものとした。

• 活動スペース 2に東側窓（ハイサイドライト）
を設けた。

• 入口スペース土間に洗面台を設置した。
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箇所２口コンセントを設置した。また、古民家の利

用におけるニーズに合わせた活動スペースと休憩

スペースを設計した。2017 年 4 月から 7 月にかけ
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表 1.内部仕上げ表（2017年 9月）

 

表１ 内部仕上げ表(2017 年 9 月) 

 

表２ 外部仕上げ表(2017 年 9 月) 
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4. 古民家改修 工事契約 

３ .古民家改修 設計に基づき、施工について

様々な可能性を検討した。対象古民家改修工事の特

殊性と効果を考慮し、随意契約とした。 

4.1.立地の特殊性 

対象建築物の敷地は最も近い舗装道から 550m、未

舗装ながら軽自動車でアクセスできるのは敷地か

ら 50m 離れた地点まで、そこから道幅はさらに狭

く、人力または小型運搬車による搬送になっている。

通常の建設工事の入札は、敷地まで舗装道路が整備

されていることが前提となっている。機材及び建材

の運送費が通常と異なり、曳家工事、瓦工事をはじ

め各種工事専門業者全てで現地確認が必要とされ

る。通常の建設工事の入札には馴染まない。 

4.2.木造改修工事の特殊性 

対象建築物は木造であり、可能な限り既存部材を補

修しながら使用することが改修工事の方針である。

したがって、新築工事と異なり、数量部分が解体前

の事前に正確に算定することが困難である。したが

って通常の建設工事の入札には馴染まない。そこで

ある程度の予算を確保した上でその予算の中で工

事後に精算する方式が望ましい 

4.3.建造物の特殊性 

里山プロジェクトの性格上可能な限り現状の姿を

残していくという方針のもと進められている。対象

建築物の特殊性として、土台より下部（石場建ての

基礎）、が腐食や蟻害により取り替える必要がある

ことと、耐震性能が低いことが挙げられる。土台下

部の取り替え工事では曳家による構法を採用する

方針である。従って、平成１０年～現在まで、高知

県内で曳家を伴う木造民家(石場建て)の改修工事に

ついて施工実績及び木造平屋伝統的構法の実績を

共に有している企業が対象となる。 

4.4.教育的な効果 

里山プロジェクトは、建設を学ぶ学生に対する教育

的効果も期待されている。様々な工事に参加を通じ

て、学生が学ぶ機会として、機動的な工事が実施可

表 2.外部仕上げ表（2017年 9月）
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表２ 外部仕上げ表(2017 年 9 月) 

 

表３ メーカー指定リスト(2017 年 9 月) 
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4. 古民家改修 工事契約 

３ .古民家改修 設計に基づき、施工について

様々な可能性を検討した。対象古民家改修工事の特

殊性と効果を考慮し、随意契約とした。 

4.1.立地の特殊性 

対象建築物の敷地は最も近い舗装道から 550m、未

舗装ながら軽自動車でアクセスできるのは敷地か

ら 50m 離れた地点まで、そこから道幅はさらに狭
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通常の建設工事の入札は、敷地まで舗装道路が整備

されていることが前提となっている。機材及び建材

の運送費が通常と異なり、曳家工事、瓦工事をはじ
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る。通常の建設工事の入札には馴染まない。 
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したがって、新築工事と異なり、数量部分が解体前

の事前に正確に算定することが困難である。したが

って通常の建設工事の入札には馴染まない。そこで

ある程度の予算を確保した上でその予算の中で工

事後に精算する方式が望ましい 

4.3.建造物の特殊性 

里山プロジェクトの性格上可能な限り現状の姿を

残していくという方針のもと進められている。対象

建築物の特殊性として、土台より下部（石場建ての

基礎）、が腐食や蟻害により取り替える必要がある

ことと、耐震性能が低いことが挙げられる。土台下

部の取り替え工事では曳家による構法を採用する

方針である。従って、平成１０年～現在まで、高知

県内で曳家を伴う木造民家(石場建て)の改修工事に

ついて施工実績及び木造平屋伝統的構法の実績を

共に有している企業が対象となる。 

4.4.教育的な効果 

里山プロジェクトは、建設を学ぶ学生に対する教育

的効果も期待されている。様々な工事に参加を通じ

て、学生が学ぶ機会として、機動的な工事が実施可

断面的には活動スペース 1には天井を残し、その他
は天井を撤去し、小屋組を見せることとした。照明

は活動スペース 1は既存利用。その他は配線を隠す
ように梁の位置に合わせて配置した。コンセント

は活動スペースには 2箇所、その他は 1箇所 2口コ
ンセントを設置した。また、古民家の利用における

ニーズに合わせた活動スペースと休憩スペースを

設計した。2017年 4月から 7月にかけて実施設計
を行なった。

設計図等は図 2、図 3、図 4、概要書の一部を表 1、
表 2、表 3に示す。

4.古民家改修　工事契約

3.古民家改修　設計に基づき、施工について様々
な可能性を検討した。対象古民家改修工事の特殊性

と効果を考慮し、随意契約とした。

4.1 立地の特殊性
対象建築物の敷地は最も近い舗装道から 550 m、
未舗装ながら軽自動車でアクセスできるのは敷地

から 50 m離れた地点まで、そこから道幅はさらに
狭く、人力または小型運搬車による搬送になってい

る。通常の建設工事の入札は、敷地まで舗装道路が

整備されていることが前提となっている。機材及び

建材の運送費が通常と異なり、曳家工事、瓦工事を

はじめ各種工事専門業者全てで現地確認が必要と

される。通常の建設工事の入札には馴染まない。

4.2 木造改修工事の特殊性
対象建築物は木造であり、可能な限り既存部材を

補修しながら使用することが改修工事の方針であ
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る。したがって、新築工事と異なり、数量部分が解

体前の事前に正確に算定することが困難である。し

たがって通常の建設工事の入札には馴染まない。そ

こである程度の予算を確保した上でその予算の中

で工事後に精算する方式が望ましい。

4.3 建造物の特殊性
里山プロジェクトの性格上可能な限り現状の姿を

残していくという方針のもと進められている。対象

建築物の特殊性として、土台より下部（石場建ての

基礎）、が腐食や蟻害により取り替える必要がある

ことと、耐震性能が低いことが挙げられる。土台下

部の取り替え工事では曳家による構法を採用する

方針である。従って、平成 10年～現在まで、高知
県内で曳家を伴う木造民家（石場建て）の改修工事

について施工実績及び木造平屋伝統的構法の実績

を共に有している企業が対象となる。

4.4 教育的な効果
里山プロジェクトは、建設を学ぶ学生に対する教

育的効果も期待されている。様々な工事に参加を通

じて、学生が学ぶ機会として、機動的な工事が実施

可能な企業が望まれている。

4.5 環境的な効果
4.1.で述べたように、通常の入札によると工事費
は莫大なものになることが想定される。廃棄物の処

理について機動的な運用が実施可能な企業が望ま

れている。

以上の点から、沖野建築（高知市仁井田）でなけ

れば対応できないため、単独随意契約を締結した。

ただし、当初、2017年 9月に契約予定であったも
のの、曳家工事の実施時期の関係により、2018年 4
月に契約を行なった。

5.古民家改修　施工 1

5.1 施工の方針
解体工事、曳家工事、大工工事、その他工事、外

構工事に区分して行なった。

5.2 施工スケジュール
施工は 2018年 5月から現在にまで至る。スケジ

ュールは表 4に示す。

表 4.改修スケジュール

5.3 解体工事
解体は、沖野建築指名の岡本曳家が担当した。図

2の改修範囲配置図に示すように、納屋との連結部
分と北側台所の減築を行った。母屋は床、壁、瓦、

野地板、開口部等を解体した。解体は図 4～図 11に
示されている。内部から始まり屋根、壁の順で行わ

れた。最後に納屋と母屋を繋ぐ欅材の梁を撤去した

（図 6）。その際、再利用の可能性を考え欅材は確保
した。母屋屋根の瓦は撤去した。瓦は土葺きであっ

たため、大量の葺き土が下された。土壁からも土が

大量に出された。土は庭に一時的に置かれた。

図 4.減築工事（2018/5/9）

減築部分屋根瓦撤去

図 5.減築工事（2018/5/9）

減築部分屋根瓦撤去済

図 6.減築工事（2018/5/10）

納屋との連結部分

図 7.減築工事（2018/5/11）

減築完了

図 8.解体工事（2018/6/2）

瓦屋根撤去と仮設通路

図 9.解体工事（2018/6/2）

瓦撤去　　　　
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図 10.解体工事（2018/6/2）

北側下屋野地板撤去

図 11.解体工事（2018/6/5）

ブルーシート養生

図 4～図 11　撮影者（吉田）

5.4 曳家工事
曳家工事は、沖野建築指名の岡本曳家が担当し

た。まずジャッキ、金具、工具、鉄骨等を現場に引

き上げた。50 m離れた地点まで軽トラックで、そこ
からは、人力または小型運搬車による搬送とした。

上腰工法として連結した 30 cm鉄骨を敷居上部に差
し込み（図 15～図 17）、仮土台とし周囲の枕木組
みで支持した（図 18～図 19）。曳家時の鉄骨梁の状
況及び建築ジャッキ位置を図 21として示した。建
築ジャッキは基本的に SY鉄骨の下部に据えられて
いる。

図 12.解体工事（2018/6/5）

壁撤去

図 13.解体工事（2018/6/5）

壁撤去

図 14.曳家前（2018/6/7） 図 15.曳家準備（2018/6/7）

図 12～図 15　撮影者（沖野）

図 16.鉄骨挿入（2018/6/7） 図 17.鉄骨挿入（2018/6/7）

図 16～図 17　撮影者（岡本）注 3)

図 18.鉄骨挿入（2018/6/7）撮影者（岡崎）

図 19.枕木組（2018/6/7） 図 20.添え柱（2018/6/7）

図 19～図 20　撮影者（沖野）

鉄骨をベースに特注の金具により古民家柱周囲に

添え柱を取り付け（図 20）、建物荷重を負担した。
特に南面の丸太梁部分と床の間を支える枕木組は

慎重に行った（図 23～図 24）。各所に配置した建築
ジャッキを使用し、建物全体を基礎天端から 25 cm
の高さまで段階を追って持ち上げた（図 25）。その
際 X17–X18, Y16の足固めの一部に改修工事の痕跡
が発見された（図 27）。
挿入した鉄骨により荷重を支えた状態で、足元の

腐食・損傷した柱を切り飛ばし（図 28～図 29）、現
場にて端部を加工し、金輪継による根継ぎを行なっ

た。また、床間の床（トコ）の柱の足元は、地板に

継ぎ手がかかっていた為、継ぎ手の短い四方蟻継に

よる根継ぎを行った。
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建築ジャッキ位置を図２１として示した。建築ジャッキ

は基本的に SY 鉄骨の下部に据えられている。 

 

  
図１４ 曳家前（2018/6/7） 図１５ 曳家準備

（2018/6/7）図１４〜図１５ 撮影者(沖野) 

  
図１６ 鉄骨挿入（2018/6/7）図１７ 鉄骨挿入

（2018/6/7）図１６〜図１７ 撮影者（岡本）3) 

 

図 1８ 鉄骨挿入(2018/6/7) 撮影者（岡崎） 

  
図１９ 枕木組（2018/6/7）図２０ 柱とジャッキ

（2018/6/7） 

図１９〜図２０ 撮影者（沖野）

 
図 21.曳家状況図（2018年 6月）

図 22.鉄骨挿入（2018/6/7） 図 23.梁枕木組（2018/6/7）

図 24.床の間（2018/6/7） 図 25.ジャッキ（2018/6/9）

図 26.持ちあげ（2018/6/9） 図 27.補修跡（2018/6/9）

図 28.ホゾ切り（2018/6/10）図 29.鉄骨下部（2018/6/10）

図 22～図 29　撮影者（吉田）

図 30.金輪継（2018/6/28） 図 31.金輪継（2018/6/28）

48



図 32.四方蟻継（2018/6/28）図 33.四方蟻継（2018/6/28）

図 30～図 33　撮影者（沖野）

5.5 足固め工事
足固め工事として、現場練りコンクリートにより

基礎を補修した。再度、曳家岡本により建物全体を

下げ、元の位置に据え付けた。

図 34.基礎補修（2018/7/10） 図 35.据付（2018/7/10）

図 36.据付（2018/7/10） 図 37.大引き（2018/7/17）

図 34～図 37　撮影者（吉田）

図 38.浸水時 1（2018/7/05） 図 39.浸水時 2（2018/7/05）

図 38～図 39　撮影者（沖野）

7月 5日には平成 30年 7月豪雨のため、敷地周辺
が冠水した。

5.6 屋根工事
屋根工事として、空葺きにより瓦を新設した。そ

の際、X16北側に曲がり梁が存在していたため、X15
への下屋の延長を断念し、曲がり梁を生かすことを

意図し、母屋屋根を X15まで延長している。

図 40.曲り梁（2018/8/29） 図 41.屋根延伸（2018/9/12）

図 40～図 41　撮影者（吉田）

図 42.野地板（2018/9/07） 図 43.瓦空葺（2018/9/21）

図 42～図 43　撮影者（沖野）

5.7 左官工事
活動スペース 1の内壁は、既存のベンガラ（赤）
漆喰壁を踏襲して、ベンガラ（赤）漆喰とした。

図 44.左官（2018/11/25）　

　　

図 45.床の間漆喰

（2018/11/25）

図 44～図 45　撮影者（沖野）
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5.8 仕上げ工事
表 1及び表 2の内外仕上げ表によって仕上げ工事
を行なった。

図 46.活動スペース 1 図 47.活動スペース 2

図 46～図 47　撮影者（沖野）

図 48.縁側（2018/12/25）　 図 49.出入口（2018/12/25）

図 48～図 49　撮影者（吉田）

土間及び入口スペースは当初は天井撤去、野地板

表しであったが、保存状態が良かったことと、天井

面の高低を意識させるために、既存天井を残した。

5.9 家具工事
古民家解体工事の際に出た廃材を用い、廃材を

パッチワーク状にデザインした座卓を設置した。家

具工事は坂本デザイン事務所に依頼した。

図 50.座卓天板

（2019/1/19）

図 51.座卓（2019/1/19）　　　　　　

　　　　

図 50～図 51　撮影者（坂本）

6.古民家改修　施工 2　学生による協力

5.4節の曳家工事と 5.5節足固め工事で使う工具
と資材の運搬は古民家までの経路や予算による都

合上、業者に依頼することが困難であったため、運

搬作業は学生（約 20名）によって行われた。
鉄骨（75 kg）や木材、工具をトラックで運べる所
まで運び、古民家までの細い道は学生による人力と

小型の運搬車を用いて運んだ。

図 52.運搬（2018/5/24） 図 53.運搬（2018/5/24）

図 54.運搬（2018/5/24） 図 55.保管（2018/5/24）

図 52～図 55　撮影者（市川）

7.古民家改修　検査

佐岡プロジェクト古民家の竣工検査を 2018年 12
月 27日現地にて、沖野建築の立会いのもとに高知
工科大学事務局および吉田が行なった。検査は正し

く行われ、問題点は指摘されなかった。古民家改修

の検査にあたり、作成された竣工図等を図 56–図 58、
表 5–表 7に示す。これらの図面は主に池内によって
作成された。設計当初との変更点は建具について

は全て既存建具を調整の上再利用予定であったが、

調整不可能であったため、南側雨戸について 5枚の
みを追加工事として新設した。内部の障子について

は枠のみを残している。
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7. 古民家改修 検査 

     

図５６ 竣工平面図(2018/12/30) 

     

図５７ 竣工照明設備プロット図(2018/12/30) 

凡例

記号 照明種類 品番

シーリングライト

ペンダントライト LGB15334K

ペンダントライト LGB15078K

ダウンライト OL 251 360 

図 56.竣工平面図（2018年 12月）

 

7. 古民家改修 検査 

     

図５６ 竣工平面図(2018/12/30) 

     

図５７ 竣工照明設備プロット図(2018/12/30) 

凡例

記号 照明種類 品番

シーリングライト

ペンダントライト LGB15334K

ペンダントライト LGB15078K

ダウンライト OL 251 360 

図 57.竣工照明設備プロット図（2018年 12月）
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表 5.竣工内部仕上げ表（2018年 12月）

 

 

図５８ 竣工建具展開図(2018/12/30) 

表５ 竣工内部仕上げ表(2018/12/30) 表６ 竣工外部仕上げ表(2018/12/30) 

  
 

表７ 竣工メーカー指定リスト表(2018/12/30) 

佐岡プロジェクト古民家の竣工検査を 2018 年 12

月 27 日現地にて、沖野建築の立会いのもとに高知工

科大学事務局および吉田が行なった。検査は正しく

行われ、問題点は指摘されなかった。古民家改修の

検査にあたり、作成された竣工図等を図５６-図５８、

表５-表７に示す。これらの図面は主に池内によって

作成された。設計当初との変更点は建具については

全て既存建具を調整の上再利用予定であったが、調

整不可能であったため、南側雨戸について５枚のみ

を追加工事として新設した。内部の障子については

枠のみを残している。 

 

表 6.竣工外部仕上げ表（2018年 12月）

 

 

図５８ 竣工建具展開図(2018/12/30) 

表５ 竣工内部仕上げ表(2018/12/30) 表６ 竣工外部仕上げ表(2018/12/30) 

  
 

表７ 竣工メーカー指定リスト表(2018/12/30) 

佐岡プロジェクト古民家の竣工検査を 2018 年 12

月 27 日現地にて、沖野建築の立会いのもとに高知工

科大学事務局および吉田が行なった。検査は正しく

行われ、問題点は指摘されなかった。古民家改修の

検査にあたり、作成された竣工図等を図５６-図５８、

表５-表７に示す。これらの図面は主に池内によって

作成された。設計当初との変更点は建具については

全て既存建具を調整の上再利用予定であったが、調

整不可能であったため、南側雨戸について５枚のみ

を追加工事として新設した。内部の障子については

枠のみを残している。 

 

表 7.竣工メーカー指定リスト表（2018年 12月）

 

 

図５８ 竣工建具展開図(2018/12/30) 

表５ 竣工内部仕上げ表(2018/12/30) 表６ 竣工外部仕上げ表(2018/12/30) 

  
 

表７ 竣工メーカー指定リスト表(2018/12/30) 

佐岡プロジェクト古民家の竣工検査を 2018 年 12

月 27 日現地にて、沖野建築の立会いのもとに高知工

科大学事務局および吉田が行なった。検査は正しく

行われ、問題点は指摘されなかった。古民家改修の

検査にあたり、作成された竣工図等を図５６-図５８、

表５-表７に示す。これらの図面は主に池内によって

作成された。設計当初との変更点は建具については

全て既存建具を調整の上再利用予定であったが、調

整不可能であったため、南側雨戸について５枚のみ

を追加工事として新設した。内部の障子については

枠のみを残している。 

 

 

 

図５８ 竣工建具展開図(2018/12/30) 

表５ 竣工内部仕上げ表(2018/12/30) 表６ 竣工外部仕上げ表(2018/12/30) 

  
 

表７ 竣工メーカー指定リスト表(2018/12/30) 

佐岡プロジェクト古民家の竣工検査を 2018 年 12

月 27 日現地にて、沖野建築の立会いのもとに高知工

科大学事務局および吉田が行なった。検査は正しく

行われ、問題点は指摘されなかった。古民家改修の

検査にあたり、作成された竣工図等を図５６-図５８、

表５-表７に示す。これらの図面は主に池内によって

作成された。設計当初との変更点は建具については

全て既存建具を調整の上再利用予定であったが、調

整不可能であったため、南側雨戸について５枚のみ

を追加工事として新設した。内部の障子については

枠のみを残している。 

 

図 58.竣工建具展開図（2018年 12月）
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8.古民家改修　竣工

8.1 完成
完成写真は以下の通りである。全て 2019年 1月

23日に撮影した。

図 59.母屋西 図 60.母屋南

図 61.活動スペース 1 図 62.活動スペース 2

図 59～図 62　撮影者（前原）

8.2 落成式
2019年 1月 16日 10時 30分より現地にて落成式
を学長、重山コース長、沖野建築、協力した学生、

事務局により行なった。その際、沖野建築に学長よ

り感謝状が贈呈された。

図 63.感謝状贈（2019/1/16） 図 64.餅まき（2019/1/16）

図 63～図 64　撮影者（多田）

9.今後の課題

母屋の改修施工後における今後の課題として以

下の事項が挙げられる。

9.1 外構工事
古民家改修後の外構工事は学生が主体となって

行っている。減築によってできた中庭は新しくなっ

た古民家にふさわしいアプローチとなるように設

計・施工を行う。また、母屋の周辺には「瓦による

U字溝」を作成し、雨水が東側にある水路へと流れ
るようにし、排水対策を行う。

玄関の仕上げとして三和土仕上げが採用されて

おり、「佐岡の土、石灰、水路の水」から三和土仕

上げの施工を行う。　

図 65.中庭（2019/1/23）　 図 66.母屋北側（2019/1/23）

図 65～図 66　撮影者（前原）

9.2 トイレの改修施工
母屋にはトイレがないため活動拠点施設として

の機能が制限されている。次年度以降古民家にある

トイレの改修施工を行うことを計画している。

10.終わりに

本稿では高知県香美市土佐山田町佐岡地区にあ

る古民家の母屋の改修設計・改修施工等を行ったこ

とをまとめた。また、古民家までの経路や予算によ

る都合上、学生の協力が不可欠となった改修施工で

あった。また、今後行われる外構工事、トイレの改

修施工といった課題に取り組むために、現段階より

詳細な計画を行い、設計・施工を実行していく。

現在まで「古民家を守ってきた住民の想い」と「そ

の住民の想いを尊重したい学生の想い」からできた

新しい母屋が大学における学生のフィールドワーク

の拠点のみでなく、地域交流の拠点としても展開さ

れることを期待する。
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Abstract: The project goal is the reconstruction of Satoyama and its trust community using science and technology. The
objectives of this paper are as follows: first, to design an old house based on the renovation plan, as the center of our
research activities and the local community of Satoyama, and secondly, to build an old house based on the renovation
design.

First, we removed the north section of the house. The main building was taken apart down to the frame structure,
and lifted up to repair the damaged parts through HIKIYA work. Finally by carpenter’s work, KAWARA work, and
plaster work, the house was renovated as the center of our research activities and the local community of Satoyama. The
students of M1 and Architectural design Lab worked together for this renovation to transport various construction tools
and materials.
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